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内 容 梗 概

グリッド接地形UHF帯増幅用3極ニュービスタとしては,日立で開発したHlO65,Hl133およびRCAが

開発した8058がある｡この3品l種について,300Mc～1,500Mc帯における4端子アドミタソスを測定し,その

差を明らかにするとともに,動作上問題となる諸性質につき検討を加えた結果,つぎの事柄が明らかとなった｡

1.Hl(娼5は,C♪▼々を除く電極容量が,他の2■Ⅴ一種に比べ大きいが,電極回路インダクタソス(エg･エ♪)が

若干小さいので,動特性では,RCA8058とほぼ同等の性能をもつものと思われる｡

2.Hl133は,電極のかたよりがなければ,電極間容量,電極回路インダクタソス(エg･上♪)がHlO65と

RCA8058との間の大きさであることから,動特性でほ,RCA8058と同等の性能をもつものと思われる｡

1.緒 言

日立HlO65,Hl133およびRCA8058は,ともに,1,000Mcに

おいて,電力利得10dB,帯域幅10～12Mc,雑音指数8～11dBを

標準値とするグリッド接地形3極ニュービスタで,動作電圧･静特

性値(容量を除く)は,ともに同じである｡構造上,グリッド端子,

陽極端子の内部電極からの引き出し方が異なるので,UHF帯で動

作させた場合,若干の差が現われるものと思われる｡上述の3品種

につき,,300～1,500Mc帯での4端子アドミタンスを測定し,その

差を明らかにするとともに,電極回路インダクタソス(エ丘,エg,エ♪)

の4端子アドミタソスに及ぼす影響,および,電力利得,帯域幅,

雑音指数などの値につき,理論的計算を行ない,動特性上の差異に

つき検討を加えた｡

2.各種ニュービスタの構造上の特長

HlO65,Hl133およぴRCA8058の構造を示す断面図を,そjt

ぞれ,弟1,2図および弟3図に示す｡これらの構造上の特長と,

その効果についてまとめると,次のとおりである｡

品種名一
構造上

HlO65

の 特 長

イ.**topcapとtopcap月angeが一体である｡

ロ.anOdeと anode且angeが一体である｡

ハ.grid且angeとgrid flangespacerが一体で

ある｡

ニ.陽極とグリッドフランジの平行面間の距離が

小さい｡

Hl133一三:盲蓋菜琵買三去平行面間の距離が
8058 イ.top capとtop cap且angeが,別々である｡

p.anodeとanode且angeが,別々である｡

ハ.grid且angeとgrid月ange spacerが別々で

ある｡

ニ.tOp Cap凸angeとgrid aange spacerとの

間隔は,Hl133と同程度で大きい｡

*

日立製作所茂原工場

**電極の名称は,第3図8058断面図を参照｡
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したがって,その効果としては,HlO65の電極間公益(C如)が

他に比べ大きいこと｡HlO65,Iil133ほ,RCA8058に比べて,部

品数が少なく,構造が簡-rilで,巷豊作が解茹であることがあげられ

る｡UHF帯動作特性上に現われる差異の原｢ノ+としては,陽極およ

ぴグリッドの外部への引き出し･力が違うための,それら電極の自己

インダクタソスおよび抵抗の泣い,テE極r‾朋子量,特に,C♪gの差異

による動作上限周波数の違いが予想される｡

3.グリッド接地形3極管の4端子アドミタンス

徽′J＼信引こよって動作するア摺管の入力および出ノブに別われる電

圧電流の関孫ほ,第4図に示す4端丁一円路として触り扱うと,

Jl=Elylll-E二y21

ム=Ely12十E已y22

(1)

(2)

と表わすことができる｡

ここに,yll:短絡人プノアドミタソス

現1:フィードノミックアドミタンス

y12:相互アドミタンス

y22:短絡出力アドミタンス

である｡これらのアドミタンスをコンダクタンス分とサセプタンス

分とに分けて示すと,

yll=Gll＋ノβ11

y21=G21＋ノβ21

y12=G12＋ブβ12

‡1:=G22＋ノβ20

と表わせる｡グリッドは地形3極管の場合,

‥(4)

陰極,グリッドおよび

占F
Zg

第45巻 第8号

十うら
第5図 グリッド接地形3極管の4端子等価回路

/7

Z々

Zg･

/2

Zp

†ら

J ∬ g

第6図 縦続は続とみた4端子等価回路

図のように表わすことができる｡

ここに,る:陰極回路インピーダンス

乙‥ グリッド回路インピーダン不

Z♪:陽極回路インピーダンス

で,それぞれ抵抗分とインダクタソス分を持っている｡ところで,

この4端子等価回路ほ,葬る図に示すように3個の4端子等価回路

の縦続接続とみることができる｡今,4端子回路Ⅰ,Ⅱ,Ⅲの4端

子定数パラメータを(ダ)1,(ダ)2,(ダ)8,とすると,これらを縦続

接続した4端子等価回路の4端子定数パラメータ岬)は,

(ダ)=(ダ)1･(ダ)2･(ダ)3..

である｡回路Ⅲの4端子アドミタソスパラメータを

(y)2=l′;:::≡::〕
とすると,パラメータ変換により,

(fl)

㌢顎
y12

り
y12 二妾〕

(5)

(6)

‥(7)

ここに,ry′F=yl.′n2しち1′y12′

したがって,(5),(7)式から

.一去i抗2′＋叫

=し貿二許こニ｢2′●ろ＋【rl乙予‡
これを4端子アドミタンスパラメータに変換すると, ･

(y)=(芸;≡三) ト

ニこに,

陽極間の相互誘導効果を無視すると,その4端子等価回路は,第5

-56-

yll= れ1′＋【y′Fろ

1＋れ1′･る＋ろ2′･ろ＋iy′】るろ
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y22=

y2l=

y12=

y22′＋ly′lZ々

1＋yl.′･る＋現2′･Z♪＋】㌢卜乙Z戸

(れ1′＋1y′トろ)(現2′＋ly′L_ち)+ヱ1
れ2′(1＋れ1′･乙＋現2′･Z♪＋【y′i品Z♪)n2′

y12′

1十y..′･る＋y22′･Z〟＋Ly′lる･ろ

グリッド接地形3趣管の場合,

y皇1′･y12′≪yll′･y22′

であるので,

ly】=yll′･y22′

と近似することができる∩ したがって,

Ⅴ _

yll′ Ⅴ _ れ2′▲11

yll=一一丁元7‥云- y22=

y21=O y12=

1＋y22′･Z少

y12′

(1＋yll′･品)(1＋㍍2′･Z♪)

通常,yl.′･品≪1,y22′･ろ≪1であるから,結局

yll=yll′(1-yll′･品)

y22=y22′(1-y22′･Z♪)

y21=O

y12=y12′(1-yl.′･る-y22′Z♪)

….(8)

である｡一方,回路Ⅱの4端J∵アドミタソスパラメータは,比卜の

ように求められている(1)｡

Cll′=伊1＋γg〔(仙Cl＋∂′)((雌1一み1)【飢伊～〕

＋〃止g[凱(山Cl＋ム′)＋打′(ojCl-みl)〕

β.1′=仙(cl＋caト∂1一γg〔((〟.＋∂′)伊1＋(榔1一∂1)飢〕

＋仙エg〔((雌.＋∂′)(仙Cl-み1)一打l打′〕

G22′=迦--＋92＋γg仙C2(〟jC汁∂12ト(り2エgc2伊12
〃

β22′=α′(c2＋c-3)-4旦-＋み汁γg仙C軌2
〃

＋-′J2エgc2(仙C2＋占12)

C12′=一凱2＋γg〔(仙Cl＋れ)(川C2＋∂12)＋飢2伊′〕

β12′ニー(′′C3＋∂12-γg〔(dJC2＋∂12)飢一飢2(山JCl＋∂∫)〕

＋仙エg〔((りCl＋∂′)(仙C2＋∂12)＋打12伊′〕

C21′=一一旦し＋rg叫(胱1一∂1)＋仙2エgc軌
/J

β21′=一山C汁止-＋γg仙瑚1＋(り2エgc2(叫一∂l)
〃

ここに,

yll′=Gll′＋ノβ..′,

y12′=C12′十ノβ12′,

る=γg＋ノ仙エg

yl=伊1-ノ占1‥

肌2=飢2一ノみ12‥

y22′=G22′＋ノβ22′

y乞1′=G21′＋ノβ21′

.入力電子アドミタソス

.相互電子アドミタンス

y2=ダ2＋ノ∂2….‥出力電子アドミタンス

肌=yl-y2=伊f＋ノみ′

Cl‥

C2.‥

C3....

/〈･

(り,

また,陰極･

それぞれTl,

度が等しく,

.‖(9)

‥‥COld状態での陰極･グリッド間静電容量

‥‥.COld状態での陽極･グリッド間静電容量

‥‥COld状態での陽極･陰極間静電容量

‥.真窄管の増幅率

‥‥信号の角周波数
グリッド間およびグリッド･陽極問の電√走行時間を

丁2とすると,グリッド線ピッチ間を通過する電子の速

かつ,陽極面での電子の弾性反射による電子流の散乱

が無視できると見なした場合ほ,以下のように,yl,y12,y2を求め

ることができるく1)｡

yl=g〃l怒怒,y12=伊那

y2=普詫荒喜怒妄

幽山並王立

r6(ノ仙Tl)

ここに,

Tl=6･7×10+8(dムーg-d川)主ょ‾与〔ト÷(品-)り
3.38×dg▼♪×10‾6

1

帖喜十Ⅴ♪官

〟川=2.77×10-6r吾才一を

†㌔＋

l㌔=

り
/J

ト十÷(1＋÷一宏ニ)
帆､=哩

如
…
ん
･
▲
ん
帖
帖
叱

恥
ゐ

β

一d

.α

陰極･グリッド間距離

グリッド･陽極問距離

陰極から電位極小点までの距離

陰極電流密度

電7一が電位極小点で持つ平均速度の等価電杜依

等価格子面電位

陽 極 電 圧

グリ
ッド電圧

低周波における真空管の相互コンダクタンス

ボルツマン定数

電 千の荷電

7一:主=巧志㌻(1イ叫¢JTe‾叫

7ノ4=一岩戸(ノ仙丁-2＋(ノ小2)仰†
12

7′6=一
【

(ノ似丁)4

(ノα汀)3

-ノ山2-(ル汁2)β▼如‡
単位はM.K.S.単位系による｡

したがって,回路Ⅱの4端子アドミタンスでγg=上g=0のときの

値を(9)式から求め,舞5図の4端子アドミタンス,すなオっち(8)

式からの値との差を求めると(ただし,γ々,γg,γ♪は仙エた,√止g,仙エ♪

に対して無視し,(山上)2以Lの項ほ消略する)

G..一飢=2伊1t(り(cl＋c3)-∂J似んむ＋l凱((〟1十∂`)

十伊f(仙C.一∂1))仙エg… ‥(10)

β..一(仙(cl＋c3)-れ)=〔(山J(Cl＋c8)一∂l)2一打12〕山上点

＋〔(似Cl＋∂′)((〟1一∂1)一打1g′〕仙エg‥ ‥(11)

G22一(飢2/一〃＋伊2)=2(打12/〃十ダ2)†仙(c2＋c3)-み12//∠

＋∂2†(〃エ♪一山C2伊12･山上g‥
‥(12)

β22-(仙(c2＋c3)一∂12/〃＋∂2)=仙C2(仙C2＋∂12)(′止g

＋〔l(′一いヱ＋c3)一占.2/〃十∂2)2-(g.2/〃＋g2)2〕しり上♪

‥(13)

C12-(一打12)=〔一打12ぃり(cl＋c3)一み.)一肌(〟JC3一∂12)〕…上ム

ー(飢2(仙Cl＋∂′)一打f(仙C2＋∂12))山止g＋〔一凱21仙(c2＋c浅)

一み12ル＋占2I-(仙C3一∂12)(912/〃＋伊巳)]仙上♪･=(14)

β,｡一(一仙C3＋∂12)=((仙Cl＋∂′)(〟ノC2十∂.2)＋凱2飢1…エ〟

1-〔-(仙C3一∂12)(仙(cl＋cき)-∂11＋飢2♂1〕(止々

十〔-(山ノC3-∂12)(仙(c2＋c3)一∂12/〃十∂2†

＋g.2(g12ル＋伊2)〕也止♪‥=

…‥(15)

となる｡よってん,エ♪,上♪の電極回路インダクタソスの4端子アド

ミタンスに及ぼす影響については,(10)～(15)式から,計算によっ

ー57-
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て推測することができるわけである｡それらの影響の詳細は,5,1

で述べる｡

4.測 定 結 果

測定に使ったHlO65,Hl133,8058の断面図は弟1,2,3図に

示すとおりであるが,図から明らかなように8058と他の2品種との

相異点は,前者のグリッドフランジ,陽極フランジがワッシヤを介

して外部端子に接続しているのに対し,後者の場合ほ,直接外部端

イ一にロー付けされていることである｡また,HlO65は,陰極フラン

ジが9本のリードで支持され,グリッドフランジと陽極フランジ間

が他の2品種に比べ,やや接近している｡

測定はすべて,GR製TransfeトFunctionandInmittanceBridge

1607-Aを使用した｡(第1表のデータほ除く)

測定に使った球の諸特性を弟1表に示す｡

ム1短絡入力アドミタンスY‖の周波数特性

測定結果ほ,3品種についてそれぞれ第7,8,9図に示す｡電極

第1衰 測定球の 諸特性
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回路インピーダンスを無視した場合の短絡入力アドミタソスを(10)

(11)式からん=エg=0として,

yll′′=Cll′′＋ノβ11′′=飢＋ノ†似(cl＋c3)-∂1)

を計算によF)求め,測定値と併記した｡また測定条件は,これをグ

ラフ中に示した｡

4･2 相互アドミタンスYt2の周波数特性

測定結果ほ,3品種について,それぞれ弟】0,11,12図に示す｡

電極回路インピーダンスを無視した場合の相互アドミタ/スを(14)

(15)式から,エ舟=エg=エ♪=0として,

yL2′′=CIZ′′＋ノβ12′′=一飢2＋ノ(一叫}＋∂12)

仙仰

紺

甜

～〟

‾‾叫‾け=丘Jれ垢‾イ/♂叱らこ/β卯月

‾‾‾h咋=左JK/p=♂

‾‾ヰ‾‾言†算感じ･=占:JH祐こノノ〝に略ニー脱化ら=伽4

∴J♂色

石£〝乙′
rJ～α7

イ〝 &7 β♂

ビ,′

/♂♂

第8図 Hl133のyllの周波数特性
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第12図 805Sの y12の周波数特性

を計算によi)求め,測定値と併記した｡また測定条件ほこれをグラ

フ中に示した｡

4.3 短絡出力アドミタンスY2王の周波数特性

測定結果は,3品種について,それぞれ弟13,】4,15図に示す(

電極回路インピーダソスを無視した場今の短絡出力アドミタンスを

(12)(13)式から,エg=エ♪=0として,

れ2′′=G22′′十勝′=苦イヴ2十小(帥3ト賢一叫‡

ー/一帖l=丘Jれtちて′リβ′,/′∴′■rフ∴･′.一
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第13図 HlO65のy22

の周波数特性

第14図 Hl133の y空こ

の周波数特性
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第15阿 8058のy22のJ詞披数特性

を計環により求め,測定値と併記した(また測定条件は,これをグ

ラフ中に′示した〔

4.4 フィードバックアドミタンスY21の周波数特性

測定した結果,周波数300～1,500Mcにおいて,C2.,β21ともに

0.3m土ュ以‾Fであ一,た〔

5.測定結果についての検討

電極回路インダクタソスん,エg,上♪が,4端/てドミタンスに及

ばす影響および,3品種について,それらの値がどう違っているか

を検討し,さらに,4端子アドミタンスの実測値から,動作特性と

して,問題になる電力利得,帯域幅および,雑音指数につき,計第二

で求め,3品種の間の差異を明らかにした｡

5.1電極回路インダクタンスの影響

HlO65を取F)とげ,(10)～(15)式において,ん=エg=エ♪=1m/JH

として,それぞれの電極回路インダクタンスがどの程度影響を及ぼ

すかを検討した〔

たとえば,エ々がはいってくるための岩多響をみる場合は,

上古=1m/JH,エg=エ′,=0

一59一
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第18図 上々,エg,上♪を考癒した

C12の計算値

として,(10)～(15)式の右辺を計算し,さきに求めた電極回路イン

ピーダンスを無視した値y..′′,れ2′′,y12′′に加算し,エ点がはいった
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第20図 エか,エgを考慮したG2巳の計算値

ときの値を求めた｡各アドミタソスにつき,電極回路イソダクタソ

スの値が1m一"Hのとき,その効果を計算した結果を弟1る～21図

に示す〔これらのグラフから,ん,エg,エ少が4端/▲アドミタソスiこ

及ぼす影響は,以下のように推測できる｡

Gtlの場合,弟1る図から,

エ〟と上gはともにG11を増加させ,その影響は,エgの方が大き

く,んの約2倍であるっエ♪はCltに影響しない｡

β11の場合,第け図から,

上んとエgはともにβ11を増加させ,その影響は,上gの方が若二†∴

人きい〔エ♪は月11に影響しない｡

C12の場合,第柑図から,

んは,約870Mcまでほ,G12を減少させるが,これを越える

と増加させる｡

上gは,納900Mcまでは,C12を減少させるが,これを越える

と増加させる｡ん,エg,エ♪の中でほ,その影響が最も大きい｡

エ♪は,約1,150McまではG12を減少させ,それを越えると,

増加させるっその影響ほエ々,エgに比べはるかに小さい｡

β12の場合,第19固から,

上点,エg,エ♪ほともにβ12を増加させるが,その影響の大きさは,

上gが最も大きく,エ♪が最も小さいっ

G三2の場合,策20図から,

上gは,300･～1,130Mcの間では,C22を減少させ,これを越え

ると,急激に増加させる｡

エバは約1,200McまでほG22を増加させ,これを越えると減少

させる｡しかしその影響の大きさは,上gに比べはるかに小さい｡
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G22は,周波数の高いところでは,実測値と計算値C2乏′′との差

は,C2が大きいほど大きくなるはずであるが,HlO65の場合,

c2が大きいのに,差が小さいことから,他に比べ,エgが小さ

いものと思われる｡

β22は,C2,C2＋c3の大きさが,HlO65>Hl133>8058の順であ

り,かつ,実測値と計算値β22′′との差が,Hl133>Hl(姫5>

8058の順であることから,上g＋んは,HlO65の方がHl133

よりも′+､さいものと思われる｡

以上をまとめると,HlO65は,電極回路インダクタンスが,′トさ

く,8058は大きい｡Hl133は,両者の中間の値を持っている｡ダ…

の大きさは,4端子アドミタンスの値に最も大きな影響を与えてい

る｡

5.2 電力利得と帯域幅および雑音指数

フィードバックアドミタンスnlが,無視できるほど小さく,入

プ+･出力回路がともに,整合Lている場合,グリッド接地形増幅器

の最大電力利得は,

)≠′7イ〟(7 仰亡J 1'ノこ′ノ
ノ

′′+､ルノ

第21囲 エ♪,エgを考療Lたβ22の計算値

工点はC22に影響しない｡

β22の場合,弟21固から,

エg,エ♪はともにβ22を増加させ.その影響は,エgの方が人き

く,エ♪の約2倍である｡

んはβ22に影響しない｡

これらの4端子アドミタンス中,yllの測定値は,600～700Mc

の間で,直列共振のため異常な値を示しているが,これほ,ヒータ

チョークおよび陰板回路インダクタソスとヒータ･陰極問静電容量

による共振で,ヒータチョークを取り除いた場合は,現われない｡

β11がん,エgとして常識的な値をそう入した計算値と実測値との間

で,かなりの差がでてくるのはこのためである｡ヒータチョークを

取㌢)除いて測定した値と計算値とでは,近似がよい〔また,C空2は

エg,上♪として,常識的な値をそう入した計算値と実測値を比較する

と,計算値の方が′j､さくなる｡これは,グリッド･陽極間にあるセラ

ミックスペーサの誘電体損およびγg,γ♪によるC22の増加を考慮に

入れてないからだと思われるが,確認はできていない〔以__卜の実測

値と計算値とのグラフから,HlO65の場合,ん=ト3m〃H,上g=0･5

～1叫瓜,エタ=1～2m岬と推定されるっこれまでに述べたエ々･エg･

エ少の4端子アドミタンスに及ぼす影響についての考察縦果に某づ

き,3品種の4端子アドミタンス測定結果に/〕いて比較すると,

Gllは,α桝の大きさが8058>HlO65>Hl133の順であi),か/つ,

c.,Cl＋cBの大きさが,HlO65>Hl133＼ぅ8058であるため,計算

値Gll′′と実測値との差は,8058が最も小さい｡

β11は,Cl,Cl＋c3の大きさがHlO65>Hl133>805Sの順であるの

に,実測値と計算値β11′′との差が8058>HlO65>Hl133であ

ることから,釦58は.他に比べて,エ々＋エgが大きいものと考

えられる｡

G12は,ぐ2の大きさがHlO65>Hl133>釦58であり,かつ,ダ･･Ⅰ

の大きさが,8058>HlO65>Hl133であるため,実測値と計

算値との差は,HlO65>Hl133,8058の順となi),Hl133と

8058とは同じくらいであるっ

β12は,ん,エg,エ♪が等しい球については,Cl,C2,g〝.の大きいほ

ど,実測値と計算値β12′′との差は大きくなるのであるが,デ

ータからでは,8058>HlO65>Hl133の順であることから,

亡.,亡2の大きさよF)も,伊州の大きさの方がきいているようであ

る｡

C[laX=謹告…
(16)

また,グリッド接地形増幅器の帯域幅βは,ほとんど,肘力7ト

ミタンスによって決まり,

βニ_空包呈
βごご

(17)

である｡

また,nOise tuningの状態では,…Tl<3の周波数帯の雑音指数

は(い,

〃=P＋一芸十拡
で,巌′+､雑音指数は,

凡､i｡=P＋2(Q尺)量

ただし,

Cゞ=(淫)妄

…(18)

‥(19)

で表わされる｡ここに,
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Q二吉C`1凡G亡巳卜幣そ-〔(Cr＋仙)2

十(¢亡･′＋÷叫杓,〃ヱ〕

尺二凡＋一筆製2

一仁･CrこC(･l〉‖十言Cra‖-Ode(UHF帯では･
7､.-

G川‖≪÷ccathode)
Ct･｡しt1.〉de=

…2c12γ0

1＋(′ノ2c127｡2(1＋c｡/c.)2

凡=一世慧(拉β”0,ヰ＋†(1＋監)〕‾1
/･2=0.13+拉一

ん

凡:陰極温度に対する等価雑音抵抗

C.･:人力pl路コンダクタソス(UHF帯ではC｡ath｡(】eに等

しい)

γ:陽極における電子流の弾性反射率(0･01～0･03)

l¢ll2:弾性反射電子による雑音成分の陰極･グリッド間走

行時間に関する係数

¢2′:弾性反射電子による雑音成分のグリッド･陽極間走
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第24図 8058 の 諸 特 性
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第23図 Hl133 の
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諸 特 性

行時間に関する係数の実数部

T:陰極温度(r=1,000eg)

7も:室温(7も=2900方)

月桝:室温に対する等価雑音抵抗

r2:空間電荷によるショット効果の軽減係数

¢2′′:弾性反射電子による雑音成分のグリッ

行時間に関する係数の虚数部

γ0:陰極のオキサイドユーティ

亡0:陰極のオキサイドユーティ

I勺=

Co=

PoXオキサイドの塗布厚
陰 極 面 積

8.85亡rX陰極面積×10-12

オキサイドの塗布厚

ド･陽極間走

ソグ抵抗

ング容量

(po≒3‡し′-)

(三r=2～5)

£,:オキサイドの比誘電率

単位:M.K.S.単位系による

ニュービスタの場合,鴨=110Vと比較的低いのでγ=0.03とし,

22～24図に示す｡3品種について比較すると,

Gmaxでは,入力回路の共振のため,HlO65では,朗OMc,

Hl133でほ,700Mc,8058では,660Mcで急減している｡

HlO65は,他に比べ,周波数の増加に対するCmaxの減少の

しかたが緩慢である｡

凡Iinでほ,若干8058がよさそうだが,3品種ともに,大差ほ

ない｡

Cmaxxβでは,Hl133が,若干小さめであるが,これは測定

条件における打mが小さめで(試料ほ,〃が小さめで,電極の

かたよりがあったものと思われる)あるためで,その後の

Hl133は,〝=70･8,伊州=13,500〝Ⅴという値でよくなって

いる｡

る.結 R

以上の実験および検討結果から,以下のことが,明らかとなっ

た｡

1･HlO65は,C3を除き,電極間静電容量が大きいが,電

極回路インダクタンスん,エg,エ♪が小さく,他の2品種

と同等の動特性を持つものと思われる｡

2･Hl133は,電極間静電容量が,8058に近く,電極回路

インダクタンスは,8058とHlO65との中間ぐらいの値

を持っているので,動矧生は,鮒58と同程度であると

思われる｡

したがって,HlO弧 Hl133は,RCA8058に比べ,電気的に,

同等で,構造が簡単なので,製作が容易であり,製造単価を安価に

できるわけで,この種用途の三極管としては,十分満足すべきもの

であると思われる｡最後に,本研究の途上,種々の助言をくださっ

た村田設計課長,尾野設計課員に厚くお礼申し上げる｡
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